
― 郷土かわらばん ―

地
名
と
い
う
と
漢
字
二
字
以
上
が
一
般
的
で
す
が
、

流
山
に
は
、
漢
字
一
字
の
地
名
が
多
く
存
在
し
ま
す
。

今
号
で
は
、
中
央
図
書
館
や
博
物
館
が
あ
る
「
加
」
の

地
域
に
つ
い
て
調
べ
て
い
き
ま
す
。

古
く
は
「
加
村
」
と
い
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

『
本
土
寺
過
去
帳
』
に
も
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
土
寺
は
、
松
戸
市
平
賀
に
あ
り
、
建
治
三
（
一
二

七
七
）
年
に
日
蓮
の
弟
子
日
郎
が
創
建
し
た
寺
で
す
。

寺
に
伝
わ
る
『
本
土
寺
過
去
帳
』
と
は
、
室
町
時
代
か

ら
江
戸
時
代
前
期
に
か
け
て
書
き
継
が
れ
た
も
の
で
、

亡
く
な
っ
た
人
の
法
名
や
命
日
、
そ
の
時
々
に
起
き
た

出
来
事
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
賀
の
こ
と
ば
か

り
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
の
出
来
事
や
地
名
も
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
「
加
村
」
は
永
享
九
（
一
四
三
七
）
年

の
記
述
に
登
場
し
ま
す
。
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（
う
ま
や
）
の
八
つ
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
歴
史

地
理
学
者
で
あ
る
吉
田
東
伍
は
、
自
身
が
編
纂
し
た
『
大

日
本
地
名
辞
書
』
の
な
か
で
、
こ
の
「
桑
原
郷
」
に
注
目

し
、
「
桑
原
」
が
「
桑
村
」
に
転
じ
、
「
加
村
」
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
て
い
ま
す
。

飛
地
山

加
村
屋
敷

江
戸
時
代
、
加
村
は
駿
河
国
田
中
藩
本
多
家
の
領
地
で

し
た
。

加
村
に
は
「
飛
地
山
（
と
び
ち
や
ま
）
」
と
い
う
江
戸

川
に
向
か
っ
て
突
き
出
た
部
分
が
あ
り
ま
す
。
東
西
を
横

断
す
る
道
で
二
つ
に
分
か
れ
て
い
て
、
「
坂
の
台
」
と
呼

ば
れ
る
北
側
に
は
、
中
央
図
書
館
や
博
物
館
、
住
宅
が
あ

り
、
南
側
に
は
流
山
市
役
所
庁
舎
な
ど
が
建
っ
て
い
ま
す
。

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
、
坂
の
台
に
は
本
多
家
の
屋

敷
が
建
設
さ
れ
、
藩
邸
か
ら
藩
士
ら
が
移
住
し
ま
し
た
。

こ
の
移
住
は
幕
府
の
通
達
に
よ
る
も
の
で
、
参
勤
交
代
の

「
加
村
」
の
由
来

「
加
わ
っ
た
村
」
か
ら
の
「
加
村
」

「
加
村
」
の
由
来
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
大
正
九

（
一
九
二
〇
）
年
発
行
の
『
流
山
町
誌
』
に
「
こ
の
地
を

開
拓
し
た
岩
田
氏
の
子
孫
が
八
木
村
に
入
ろ
う
と
し
た
が
、

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
加
村
と
名
づ
け
た
。
八
木
に
加

わ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
桑
村
」
か
ら
の
「
加
村
」

古
代
の
流
山
は
下
総
国
葛
飾
郡
に
属
し
て
い
ま
し
た
。

平
安
時
代
に
編
ま
れ
た
漢
和
辞
典
で
あ
る
『
和
名
類
聚

抄
』
に
は
全
国
の
郡
郷
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
葛
飾
郡
の

郷
と
し
て
、
度
毛
（
と
も
）
、
八
島
（
や
し
ま
）
、
新
居

（
に
い
い
）
、
桑
原
（
く
わ
は
ら
）
、
栗
原
（
く
り
は

ら
）
、
豊
島
（
と
し
ま
）
、
余
戸
（
あ
ま
る
べ
）
、
駅
家

流
山
に
あ
る
不
思
議
な
地
名
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と
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山
市
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館

流
山
市
教
育
委
員
会

２
０
１
８
年

い
ず
れ
も
流
山
市
立
図
書
館
の
所
蔵
資
料
で
す
。

協
力
：
流
山
市
立
博
物
館

市
制
町
村
制
に
よ
る
町
村
合
併

明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
、
市
制
町
村
制
が
公
布
さ
れ
、

全
国
的
に
町
村
合
併
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
国
の

町
村
数
は
約
五
分
の
一
に
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
動
き
は
「
明

治
の
大
合
併
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
千
葉
県
で
は
約
二
五
〇

〇
あ
っ
た
町
村
数
が
、
三
五
〇
余
り
に
ま
で
激
減
し
ま
し
た
。

現
在
の
流
山
市
の
範
囲
に
は
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
四

月
に
流
山
町
・
八
木
村
・
新
川
村
の
一
町
二
村
が
成
立
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
に
組
み
込
ま
れ
た
旧
村
は
、
一
律
に

「
村
」
の
字
を
削
っ
て
新
し
い
町

村
の
「
大
字
（
お
お
あ
ざ
）
」
と

い
う
単
位
に
な
り
ま
し
た
。

流
山
町
は
、
流
山
・
加
・
三
輪

野
山
・
西
平
井
・
鰭
ヶ
崎
・
木
の

六
の
旧
村
を
合
併
し
て
成
立
し
、

旧
村
中
で
流
山
村
が
最
大
か
つ
有

名
と
い
う
理
由
で
町
名
に
採
用
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

「
加
」
は
流
山
町
の
大
字
の
一
つ

と
な
り
ま
し
た
。

緩
和
や
、
大
名
妻
子
の
帰
国
許
可
と
と
も
に
、
江
戸
藩
邸
の

藩
士
を
減
ら
し
て
も
よ
い
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
帰
国

す
る
者
と
下
総
に
移
転
さ
せ
る
者
に
分
け
、
移
転
す
る
者
の

た
め
に
建
て
ら
れ
た
の
が
加
村
・
坂
の
台
の
屋
敷
で
す
。

加
村
屋
敷
は
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
、
千
葉
県
が
成
立

し
て
県
庁
が
千
葉
町
に
移
る
ま
で
、
葛
飾
県
や
印
旛
県
の
庁

舎
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

『
流
山
の
地
名
を
歩
く
』

27

ペ
ー
ジ
図
「
流
山
町
・
八
木
村
・
新
川
村
」
に
加
筆

新川村

八木村

流山町

深井新田と平方村新田は
明治28（1895）年まで
新川村

流山町 流山・加・三輪野山・西平井・
鰭ヶ崎・木

八木村 思井・中・芝崎・古間木・前平井・
後平井・市野谷・野々下・長崎・
名都借・前ヶ崎・向小金新田・
駒木・駒木新田・青田新田・
十太夫新田・初石新田・大畔新田

新川村 深井新田・西深井・東深井・平方・
平方村新田・平方原新田・
中野久木・北・小屋・上新宿・
上新宿新田・南・上貝塚・桐ヶ谷・
谷・大畔・下花輪

東深井西深井

中野久木

平方
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原新田

初石新田北

小屋

南

加

木

流山

駒木

芝崎

桐ヶ谷

下花輪

三輪野山

駒木新田

青田新田

西平井

鰭ヶ崎

十太夫
新田

市野谷

野々下

古間木

向小金
新田

名都借

上
新
宿

前
ヶ
崎

上新宿
新田

深井新田

平方村新田

谷

大畔

貝塚

思井

長崎

中

後平井

前平井

大畔
新田


